
　

「
名
古
屋
市
守
山
区
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
」
の
春
季

大
会
（
中
日
新
聞
社
後
援
）
が

先
月
７
日
に
小
幡
緑
地
西
園
球

技
場
で
開
か
れ
、
同
協
会
員
が

競
技
を
楽
し
ん
だ
。

　

同
協
会
に
よ
る
本
年
度
初
め

て
の
大
会
で
、

学
区
か
ら
約


人
が
参
加
。
開
会
式
で
は
、

平
子
勝
行
会
長
が
「
最
後
ま
で

諦
め
ず
頑
張
っ
て
」
と
あ
い
さ

つ
。
ま
た
試
打
式
も
行
わ
れ
、

新
任
の
小
島
康
裕
区
長
ら
公
職

者
が
ク
ラ
ブ
を
手
に
し
た
。

　

競
技
は
８
ホ
ー
ル
３
回
の
合

計
打
数
に
よ
る
個
人
戦
。
参
加

者
は
、
満
開
の
桜
の
横
で
小
気

味
良
い
打
球
音
を
響
か
せ
、
球

の
行
方
に
「
う
ま
い
、
う
ま
い
」

「
お
っ
、
え
え
と
こ
だ
」
な
ど

と
声
を
上
げ
て
い
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
（
敬
称

略
、
か
っ
こ
内
は
学
区
名
）
。

①
山
田
淳
二
（
白
沢
）
②
糟
谷

俊
夫
（
吉
根
）
③
仲
本
廣
美

（
瀬
古
）
④
平
子
勝
行
（
小

幡
）
⑤
広
瀬
節
子
（
小
幡
）
⑥

吉
田
信
勝
（
二
城
）

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

同
協
会
で
は
、
新
し
い
協
会

員
を
募
集
中
。
事
務
局
は
「
い

つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
誰
で
も

で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
一
緒

に
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

現
在
は

～

代
の
男
女


人
以
上
が
在
籍
し
て
お
り
、
普

及
指
導
員
の
資
格
取
得
者

も
多
数
。
ま
た
、
学
区
単
位

と
い
っ
た
身
近
な
地
域
の

同
好
会
に
加
わ
る
形
で
も

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を

楽
し
ん
で
い
る
。

　

年
会
費
は
４
千
円
（


歳
以
上
の
場
合
。
ス
ポ
ー

ツ
保
険
料
な
ど
）
。
問
い

合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
同

協
会
事
務
局
長
の
柴
田
さ

ん
＝
携
帯
０
９
０
―
８
７

３
４
―
１
３
７
６
＝
へ
。

　

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
展

開
す
る
「
バ
ロ
ー
」
（
本
部
・

岐
阜
県
）
は
先
月

日
、
志
段

味
東
と
下
志
段
味
両
学
区
の
防

災
安
心
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と

大
規
模
災
害
時
の
支
援
協
力
に

関
す
る
覚
書
を
締

結
し
た
。

　

支
援
協
力
の
内

容
は
、
同
社
の
中

志
段
味
店
が
大
規

模
災
害
時
に
店
舗

や
駐
車
場
を
一
時

的
な
避
難
場
所
と

し
て
開
放
す
る
ほ

か
、
電
源
や
水
道

水
、
災
害
情
報
な

ど
も
可
能
な
範
囲

で
提
供
す
る
と
い

う
も
の
。

　

覚
書
の
締
結
は

志
段
味
支
所
＝
下

志
段
味
１
＝
で
行
わ
れ
、
関
係

者
８
人
が
出
席
し
て
覚
書
に
押

印
。
志
段
味
東
学
区
防
災
安
心

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
長
松
周

司
副
委
員
長
は
「
こ
れ
で
地
域

の
安
心
が
得
ら
れ
る
」
、
ま
た

下
志
段
味
学
区
同
委
員
会
の
山

内
正
道
委
員
長
は
「
地
域
住
民

が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
町
に
な

っ
て
い
く
と
思
う
」
と
そ
れ
ぞ

れ
気
持
ち
を
表
し
た
。

　

こ
と
し
１
月
に
は
、
同
社
の

志
段
味
店
と
志
段
味
東
・
上
志

段
味
学
区
防
災
安
心
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
の
三
者
で
同
内
容
の

覚
書
を
締
結
し
て
い
る
。
同
社

チ
ー
フ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
原
純

也
さ
ん
は
「
会
社
と
し
て
、
ど

う
わ
れ
わ
れ
が
動
け
る
か
を
念

頭
に
置
き
な
が
ら
、
今
後
も
支

援
協
力
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
た
。

　

多
発
す
る
車
の
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
盗

難
を
１
件
で
も
防
ご

う
と
、
盗
難
防
止
ね
じ
を
無
料

で
取
り
付
け
る
防
犯
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
先
月

日
、
守
山
区
役

所
＝
小
幡
１
＝
で
行
わ
れ
た
。

　

車
に
取
り
付
け
て
あ
る
部
品

を
盗
む
「
部
品
ね
ら
い
」
は
、

こ
と
し
１
～
４
月
に
守
山
警
察

　

◇
令
和
６
年
度
守
山
区
学
区

対
抗
Ｏ
Ｂ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
４
月
７
・

日
、
守
山
区
仮

設
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
）

　

〈
１
・
２
回
戦
〉
大
森
北


―
４
天
子
田
、
志
段
味
東

―

４
苗
代
、
吉
根

―
４
瀬
古
、

森
孝
西

―
５
大
森
、
志
段
味

東
３
―
２
大
森
北
、
吉
根

―

９
森
孝
西

　

〈
決
勝
〉
吉
根
７
―
０
志
段

味
東

　

◇
令
和
６
年
度
守
山
区
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会
（
４
月

日
、

志
段
味
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
競
技

場
）

　

▽
男
子
（
男
女
混
合
可
）
ダ

ブ
ル
ス
〈
初
級
ク
ラ
ス
〉
①
藤

井
哲
也
・
金
子
瑠
奈
〈
中
上
級

ク
ラ
ス
〉
①
堀
井
昭
孝
・
播
間

良
記
②
後
藤
健
太
・
辰
田
剛
史

　

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス
〈
初
級
ク

ラ
ス
〉
①
甲
田
美
帆
・
柴
田
恵

美
〈
中
上
級
ク
ラ
ス
〉
①
福
村

亜
耶
・
石
咲
紀
華
②
林
紗
耶
加

・
正
力
唯
（
敬
称
略
）

　さわやかな歌声を届けま

す―。「もりやま合唱フェ

スタ2024」が日（日）、小幡

南１の守山文化小劇場で開

かれる。午後時半開場、

入場無料。

　「守山の文化を考える

会」有志による実行委員会

ほかが主催。同劇場が開館

した1999年に始まり、地域

で活動する合唱団が日頃の

練習の成果を発表する場と

して続けられている。

　ことしは２部構成、団

体が歌声を披露。午後１時

（第１部）開演で、第２部

は同２時分ぐらいから。

６年前に結成、地域のイベ

ントで活躍している同劇場

パートナーの子ども合唱団

「もりっこ彩
いろどり

合唱団」も登

場する。

　出演者席を除いて全自由

席。問い合わせは守山文化

小劇場＝☎052（796）1821

＝へ。

　

全
て
の
名
古
屋
市
図
書
館
で

借
り
た
本
や
紙
芝
居
を
返
却
す

る
こ
と
が
で
き
る
「
返
却
ポ
ス

ト
」
＝
写
真
＝
が
こ
の
ほ
ど
、

守
山
区
役
所
＝
小
幡
１
＝
中
央

玄
関
に
登
場
し
た
。

　

図
書
館
利
用
者
の
利
便
性
向

上
を
図
る
た
め
に
設
置
。
区
内

で
は
志
段
味
支
所
・
志
段
味
地

区
会
館
＝
下
志
段
味
１
＝
正
面

玄
関
ホ
ー
ル
、
イ
オ
ン
守
山
店

＝
笹
ケ
根
３
＝
フ
ー
ド
コ
ー
ト

入
り
口
に
続
き
３
カ
所
目
。

　

利
用
で
き

る
の
は
月
～

金
曜
（
祝
日
、

年
末
年
始
を

除
く
）
、
午

前
８
時

分

～
午
後
５
時


分
の
開
庁

時
間
内
。
た
だ
し
、
ポ
ス
ト
の

中
で
損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
Ｃ

Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
視
聴
覚
資
料

や
、
投
か
ん
口
（
横
幅
約

㌢
）

よ
り
大
き
な
本
は
返
却
不
可
と

な
っ
て
い
る
。

　

「
返
却
ポ
ス
ト
を
有
効
活
用

し
て
、
た
く
さ
ん
の
本
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
、
回
収
を
担
当
し
て
い

る
志
段
味
図
書
館
。
問
い
合
わ

せ
は
同
館
＝
☎
０
５
２
（
７
３

６
）
６
９
０
７
＝
へ
。

来
庁
者
へ
配
っ
た
ほ
か
、
「
防

犯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
や
っ
て
ま

す
」
な
ど
と
呼
び
か
け
た
。

　

ま
た
、
駐
車
場
内
を
歩
き
回

っ
て
声
が
け
し
、
希
望
し
た
人

の
車
の
ね
じ
を
一
般
的
な
工
具

で
は
取
り
外
す
こ
と
が
で
き
な

い
盗
難
防
止
用
に
交
換
。
ド
ラ

イ
バ
ー
や
六
角
レ
ン
チ
を
使
っ

署
管
内
で

件
（
前
年
同
期
比


件
増
）
発
生
。
う
ち
、
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
盗
難
が

件

（
未
遂
も
含
む
）
と
多
く
を
占

め
て
い
る
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
同
署
員

や
区
役
所
職
員
、
小
幡
学
区
連

絡
協
議
会
の
役
員
ら

人
が
参

加
。
庁
舎
出
入
り
口
付
近
に
立

っ
て
啓
発
チ
ラ
シ
と
グ
ッ
ズ
を

　

心
肺
蘇
生
法
を
学
ぶ
な
ど
、

子
育
て
中
の
人
が
参
加
し
や
す

い
よ
う
工
夫
さ
れ
た
「
親
子
で

Ｑ
Ｑ
講
習
会
」
が
３
月

日
、

上
志
段
味
公
民
館
＝
上
志
段
味

中
屋
敷
＝
で
開
か
れ
た
。

　

地
域
の
た
め
に
〝
で
き
る
と

き
に
、
で
き
る
こ
と
を
〟
し
よ

う
と
す
る
子
育
て

中
の
母
親
ら
有
志

「
上
志
段
味
ゆ
る

さ
ぽ
」
の
主
催
で

２
回
目
。
ゆ
る
さ

ぽ
は
、
自
治
会
活

動
な
ど
を
「
ゆ
る

ー
く
サ
ポ
ー
ト
」

の
略
。

　

講
習
会
で
は
守

山
消
防
署
の
職
員

７
人
が
講
師
を
務

め
、
志
段
味
東
消

防
団
員
３
人
も
協

力
。
催
し
名
の

「
Ｑ
Ｑ
」
は
救
急
を
表
し
な
が

ら
、
分
か
ら
な
い
こ
と
（
ク
エ

ス
チ
ョ
ン
・
Ｑ
ｕ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
）
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

思
い
を
込
め
た
。

　

会
場
に
は
、
子
ど
も
が
床
に

頭
を
ぶ
つ
け
な
い
よ
う
ベ
ビ
ー

マ
ッ
ト
が
敷
か
れ
、
こ
の
日
は

親
子
連
れ
７
組

人
が
参
加
。

心
肺
蘇
生
な
ど
応
急
手
当
て
の

重
要
性
や
手
順
に
関
す
る
話
、

胸
骨
圧
迫
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）
の
使
い
方
の

体
験
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
窒
息
に
つ
な
が

る
子
ど
も
の
誤ご

嚥え
ん

の
対
処
法
を

説
明
。
消
防
職
員
ら
は
子
ど
も

を
抱
き
か
か
え
た
り
、
表
情
で

あ
や
し
た
り
も
し
な
が
ら
、
お

母
さ
ん
た
ち
が
学
び
に
集
中
で

き
る
よ
う
目
配
り
や
気
配
り
を

し
て
い
た
。

て
手
際
よ
く
、
１
時
間
ほ
ど
で


台
に
取
り
付
け
た
。

　

幸
心
１
か
ら
訪
れ
た
と
い
う


代
女
性
は
「
以
前
、
祖
父
か

ら
『
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
盗

ま
れ
た
』
と
聞
い
て
、
ず
っ
と

気
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
で
安

心
」
と
に
っ
こ
り
。
盗
難
防
止

ね
じ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

守
山
警
察
署
＝
☎
０
５
２
（
７

９
８
）
０
１
１
０
＝
へ
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

同
署
管
内
で
は
こ
と
し
１
～

４
月
、
ラ
ン
ド
ク
ル
ー
ザ
ー

（
プ
ラ
ド
を
含
む
）
や
ア
ル
フ

ァ
ー
ド
な
ど
を
狙
っ
た
「
自
動

車
盗
」
被
害
が

件
発
生
。
電

子
制
御
部
品
を
誤
作
動
さ
せ
て

盗
む
手
口
が
多
い
こ
と
か
ら
、

対
策
と
し
て
「
車
両
の
左
前
を

壁
に
寄
せ
た
駐
車
方
法
が
有
効

で
す
」
と
注
意
喚
起
し
て
い
る
。

　

◇
令
和
６
年
度
守
山
区
春
の

女
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
大
会
（
４
月

・


日
、
守
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

第
１
競
技
場
）
＝
中
日
新
聞
社

後
援

　

▽
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
〈
１
・
２
回

戦
〉
瀬
古
２
―
０
大
森
、
志
段

味
ク
ラ
ブ
２
―
０
大

森
フ
レ
ン
ズ
、
瀬
古

２
―
０
と
り
ば
み
、

秋
桜
２
―
０
ア
ル
フ

ァ
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ

２
―
０
志
段
味
ク
ラ

ブ
、
フ
ェ
ア
リ
ー
２

―
０
愛
球
友
〈
準
決

勝
〉
瀬
古
２
―
０
秋

桜
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ

２
―
０
フ
ェ
ア
リ
ー

〈
決
勝
〉
ベ
ン
チ
ャ

ー
ズ
２
―
０
瀬
古

　

▽
同
敗
者
〈
決
勝
〉
大
森
フ

レ
ン
ズ
２
―
１
大
森

　

▽
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
〈
１
回
戦
〉

大
森
北
さ
く
ら
２
―
１
ベ
ン
チ

ャ
ー
ズ
Ｃ
、
瀬
古
ピ
ュ
ア
（
親

善
）
志
段
味
ク
ラ
ブ
Ｂ
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
ズ
Ｂ
ｂ
２
―
０
ら
ぱ

ん
、
友
和
２
―
０
西
城
〈
準
決

勝
〉
大
森
北
さ
く
ら
２
―
０
瀬

古
ピ
ュ
ア
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
Ｂ

ｂ
２
―
０
友
和
〈
決
勝
〉
ベ
ン

チ
ャ
ー
ズ
Ｂ
ｂ
２
―
０
大
森
北

さ
く
ら

　

▽
同
敗
者
〈
決
勝
〉
ら
ぱ
ん

２
―
１
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
Ｃ

優
勝
の
吉
根
学
区

男
子
ダ
ブ
ル
ス
初
級

ク
ラ
ス
の
優
勝
ペ
ア

女
子
ダ
ブ
ル
ス
初
級

ク
ラ
ス
の
優
勝
ペ
ア

男
子
ダ
ブ
ル
ス
中
上
級

ク
ラ
ス
の
優
勝
ペ
ア

女
子
ダ
ブ
ル
ス
中
上
級

ク
ラ
ス
の
優
勝
ペ
ア

名
古
屋
市
図
書
館「
返
却
ポ
ス
ト
」

守
山
区
役
所
中
央
玄
関
に
登
場 

区
内
３
カ
所
目

「
親
子
で
Ｑ
Ｑ
講
習
会
」開
催

子
育
て
中
の
人
に
「
上
志
段
味
ゆ
る
さ
ぽ
」主
催
で

大
規
模
災
害
時
の
支
援
協
力
覚
書
を
締
結

バ
ロ
ー
と
志
段
味
東
・
下
志
段
味
両
学
区

押印など覚書の締結に出席した
バロー（左）と地域の関係者ら

子育て中の人同士のつながりも
狙いの一つ「親子でＱＱ講習会」

区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会 

春
季
大
会

満
開
の
桜
を
横
に
熱
戦 

新
協
会
員
も
募
集
中

守山区役所駐車場などで
防犯キャンペーンを実施

「
お
願
い
し
ま
す
」
の
声
を
受
け
、

守
山
署
員
ら
が
車
の
ね
じ
を
交
換

賞状などを手に上位入賞者ら

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
の

「
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
Ｂ
ｂ
」

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝
の

「
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
」

区
内
を
は
じ
め
地
域
で
活
動
し
て
い

る

団
体
が
出
演
（
写
真
は
昨
年
）

日頃の練習の成果を披露

もりやま合唱フェスタ2024


日 

守
山
文
化
小
劇
場
で

ナンバープレート盗難を防ごう
62,500

〒463-0065　名古屋市守山区廿軒家12-18  ☎052（755）5011
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